ました。 今の 学生 諸君の 身の上が、 なんだか 不憫に 思 

われて 来たので あります。 

学生と は、 社会の どの 部分に も 属して いるもの では 

ありません。 また、 属して はならない ものであると 考 

えます。 学生と は 本来、 青い マント を 羽織った チヤ ィ 

ルド. ハロルドで なければ ならぬ と、 私 は 頑迷に も 信 

じている 者であります。 学生 は 思索の 散歩 者で ありま 

す。 青空の 雲であります。 編輯 者に 成りき つて はいけ 

ない。 役人に 成りき つて はいけ ない。 学者に なりきつ 

て さえい けない。 老成の 社会人に なりきる こと は 学生 

にと つて、 恐ろしい 堕落であります。 学生 自らの 罪で 



はない のでしょう。 きっと 誰かに、 そう 仕向けられて 

いるので しょう。 だか ら私は 不憫 だ と 言う の で ありま 

それで は 学生 本来の 姿 は、 どのような ものである か。 

それに 対する 答案と して、 私はシ ルレ ルの 物語 詩 を 一 

篇、 諸君に 語りましょう。 シ ルレ ル はもつ と 読まな け 

れ ばいけ ない。 

お 、 .S おさ ら 

今の この 時局に 於て は 尚更、 大いに 読まなければ い 

けない。 おおらかな、 強い 意志と、 努めて 明るい 高い 

希望 を 持ち続ける 為に も、 諸君 は 今 こそ シ ルレ ルを思 

い 出し、 これ を 愛読 するがよい。 シ ルレ ルの 詩に、 「地 



ことの 出来る の は、 それ は 学生時代 以後に は 決して あ 

リ 得ない ことなの です。 二度と 返らぬ ことなの です。 

三 田の 学生 諸君。 諸君 は 常に 「陸の 王者」 を 歌う と 

共に、 又 ひそかに 「心の 王者」 を 以て 自任し なければ 

なりません。 神と 共に ある 時期 は 君の 生涯に、 ただ 此 

の 一 S であるの です。 
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